
調査月報　2024年３月号 47

巻頭言
号数 月 寄　　稿　　者 題　　　　目
359 4 一般財団法人みやぎん経済研究所　理事長 杉田　浩二 ご挨拶　～創立30周年を迎えて～
360 5 公益財団法人宮崎県芸術文化協会　会長 岩切　裕敏 宮崎県芸術文化協会の助成事業
361 6 南九州大学　南九州大学短期大学部　学長 中瀬　昌之「宮崎の地に根ざした大学」としての役割

362 7 日本貿易振興機構（ジェトロ）
宮崎貿易情報センター　所長 伊藤　敏一 ジェトロ宮崎の取組みー海外販路開拓支援と人材育成・

高度外国人材活躍推進事業
363 8 宮崎地方・家庭裁判所　所長 松田　典浩 裁判所のデジタル化について
364 9 宮崎公立大学　学長 辻󠄀　　利則 デジタルとアナログ
365 10 JRA宮崎育成牧場　場長 山本　　修 宮崎の馬の歴史を伝えていきたい
366 11 陸上自衛隊第43普通科連隊長兼都城駐屯地司令 谷　　雅和 平素からの心掛け
367 12 日本銀行宮崎事務所長 川畑　正憲「ひむかの国」 ～新たな年に向かって～
368 1 一般財団法人みやぎん経済研究所　理事長 杉田　浩二 新年のご挨拶
369 2 九州財務局宮崎財務事務所長 夏井　正信「人生100年時代」の資産形成に向けて
370 3 宮崎県立看護大学　学長 長鶴美佐子「地元創成看護」をめざして

寄稿論文
号数 月 寄　　稿　　者 題　　　　目

359 4 宮崎県食品開発センター 応用微生物部 特別研究員兼副部長
宮崎県食品開発センター 応用微生物部 主任技師

山本　英樹
福良奈津子 醬油製造におけるヒスタミンを低減する新規乳酸菌の開発

360 5 宮崎大学　農学部　応用生物科学科　准教授 仲西　友紀 畜産物の機能性に関する研究：新規機能性脂質フィタン酸に着目した取組み
361 6 宮崎大学　農学部　海洋生物環境学科　助教 宮西　　弘 キャビア生産サイクルの短縮化
362 7 弁護士知財ネット宮崎県理事　（辰巳・増田法律特許事務所）　弁護士・弁理士 長友　慶徳 知的財産（特許・商標）マネジメントの重要性

363 8
鹿児島大学客員教授（宮崎公立大学前学長） 有馬　晋作 平成時代の地方分権改革を振り返る（Vol.1）ー改革スタートの90年代ー
公益財団法人九州経済調査協会  調査研究部  次長 松嶋　慶祐 九州地域の観光復興に向けて～スマホデータにみる観光行動の変容と観光地の対応～

364 9 鹿児島大学客員教授（宮崎公立大学前学長） 有馬　晋作 平成時代の地方分権改革を振り返る（Vol.2）ー 2000年代前半の小泉時代ー
365 10 鹿児島大学客員教授（宮崎公立大学前学長） 有馬　晋作 平成時代の地方分権改革を振り返る（Vol.3）ー 2000年代後半の自民短命政権時代ー
366 11 鹿児島大学客員教授（宮崎公立大学前学長） 有馬　晋作 平成時代の地方分権改革を振り返る（Vol.4）ー 2010年代前半の民主党政権ー
367 12 宮崎公立大学名誉教授 有馬　晋作 平成時代の地方分権改革を振り返る（Vol.5）ー平成最後の安倍長期政権ー
368 1 みずほ証券　チーフマーケットエコノミスト 上野　泰也 2024年の日本経済見通し～「可もなし不可もなし」の低空飛行が続きそう
369 2 宮崎大学　産業動物防疫リサーチセンター　教授 関口　　敏 家畜伝染病対策に関する検査技術の開発および社会実装
370 3 宮崎県国際・経済交流課　課長 山台　修一 宮崎県人会世界大会を振り返って

「宮崎銀行ふるさと振興助成事業」の受賞先は今
号数 月 企 業 名 ・ 代 表 者
359 4 おかげ祭り振興会 会 長 杉村　隆寿
365 10 宮崎空港ビル株式会社 代表取締役社長 永山　博康

経営者に聞く
号数 月 企 業 名 ・ 代 表 者
359 4 株式会社ハンク・ディーシー 代表取締役社長 朽木　敬之
360 5 有限会社瀬戸山ブロック工業所 代 表 取 締 役 瀬戸山純之
361 6 株式会社都農ワイン 代 表 取 締 役 小畑　　暁
362 7 株式会社ここく 代 表 取 締 役 加藤　潤一
363 8 株式会社マルイチ 代 表 取 締 役 高木　　大
364 9 株式会社グッドカンパニー 代 表 取 締 役 平野　高史
365 10 株式会社サトウ 代 表 取 締 役 佐藤　世紀
366 11 株式会社桐原商事 代 表 取 締 役 桐原　　剛
367 12 株式会社新海屋 代表取締役社長 小川　裕介
368 1 株式会社宮崎忠漬 代表取締役社長 藤野　能靖
369 2 有限会社アドニス介護支援サービス 代 表 取 締 役 田中　聖子
370 3 宮崎梅田学園株式会社 代 表 取 締 役 梅田　條尾

統計からみた宮崎
号数 月 項　　　　目
359 4 本県の人口移動、転出超過
360 5 宮崎県の貿易概況
361 6 増加する本県への移住者
362 7 本県農業の立ち位置
363 8 全国 1 位となった木材産出額
364 9 コロナ禍における本県の雇用者数の現状と有効求人倍率
365 10 本県の物価水準、5 年連続で全国最低
366 11 刑法犯認知件数と検挙率
367 12 伸び悩む本県の自転車乗車用ヘルメット着用率
368 1 初めて100億円を超えた宮崎県産農畜水産物の輸出額
369 2 2022年経済構造実態調査（製造業事業所調査）
370 3 2050年の本県推計人口、2020年比で25.5％減少

連載　九州の Society 5.0 企業
号数 月 企　業　名 寄稿者（共同研究）
360 5 F.MED 株式会社 公益財団法人九州経済調査協会
362 7 株式会社クリエート 一般財団法人みやぎん経済研究所
364 9 ニュージャパンマリン九州株式会社 株式会社大銀経済経営研究所
366 11 ハインツテック株式会社 公益財団法人九州経済調査協会
368 1 LOCOBOT 株式会社 一般財団法人みやぎん経済研究所
370 3 株式会社おおいた CELEENA 株式会社大銀経済経営研究所

トピックス
号数 月 項　　　　目
359 4 2023年版九州経済白書説明会開催
361 6 令和 5 年度宮崎県内市町村の当初予算の概要
367 12 県は地域経済に寄与する企業 3 社を表彰

連載　再発見！ みやざきの伝承
　　　～「みやざき伝承プラットフォーム」より～
号数 月 題　　　　目
359 4 「伝承を地域づくりの柱に！」宮崎大学地域資源情報活用センターはじまりました
360 5 地域と共に考える、宮崎大学地域資源情報活用センターの取り組み
361 6 伝承に学ぶ災害と地域づくり：日之影町深角地区に学ぶ
362 7 高鍋町歴史総合資料館所蔵資料の「みえる化」により歴史に学ぶプロジェクト
363 8 銀鏡川のカナツキ漁にみる「ふる里型の食」に学ぶ
364 9 地域の伝承資料を捨てないで！アーカイブ化して「身体知」の気づきに活かそう
365 10 綾町の十五夜行事に学ぶ 子どもと「ふる里」を見守り育てる力
366 11 伝承特別調査員として地域伝承に学ぼう！～皆で学びあう時代～

367 12 われわれは災いをどう説明するのか
～東米良で聞いた「サスライ」とコロナ禍にみる行為と心～

368 1 地域存在としての野生動物～我々はどのような関係をつくるのか（前編）～
369 2 地域存在としての野生動物～我々はどのような関係をつくるのか（後編）～
370 3 次代の地域づくりと伝承～質的発展をめざす地域総合デザインに宿る「心」～

調査研究
号数 月 調　査　内　容
359 4 第５回景気・家計消費動向アンケート調査
360 5 2023年３月期企業動向アンケート調査（第112回）
361 6 県内の自動車販売業に関する動向調査

362 7
2023年夏季ボーナスアンケート調査（宮崎県内）
本県の海面漁業の動向調査

363 8 2023年６月期企業動向アンケート調査（第113回）
364 9 理容業・美容業の現状と課題
365 10 本県の有機農業の現状
366 11 2023年９月期企業動向アンケート調査（第114回）

367 12 みやぎん経済研究所創立30周年特別企画
企業動向アンケートにみる県内企業の動向

368 1 2023年冬季ボーナスアンケート調査（宮崎県内）
369 2 2023年12月期企業動向アンケート調査（第115回）

370 3 みやぎん経済研究所創立30周年記念事業
宮崎県の観光・イメージ等に関する調査（前編）


